
　
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
酷
暑
が
続
き
、

心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、

秋
の
到
来
を
楽
し
ん
で
、
体
調
を
回
復
し
ま
し
ょ
う
。

◆
出
前
授
業

「
八
色
の
森
の
美
術
展
＋
八
色
の
森
の
子
ど
も
絵
画

展
２
０
１
８
」
に
向
け
て
、
南
魚
沼
市
内
の
小
中
学

校
と
総
合
支
援
学
校
で
出
前
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

９
月
14
日
の
三
用
小
学
校
で
は
、
１
年
生
14
人
と
２

年
生
12
人
が
参
加
。
講
師
は
山
形
県
在
住
の
ふ
る
せ

し
お
り
さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
〝
雲
〟。
雲
柄
が
漉
き
込
ま
れ
た
和
紙

に
、
ロ
ー
ラ
ー
や
刷
毛
を
使
っ
て
着
色
し
た
り
、
絵

具
を
混
ぜ
た
シ
ャ
ボ
ン
液
に
ス
ト
ロ
ー
で
ブ
ク
ブ
ク

と
息
を
吹
き
か
け
て
で
き
た
泡
で
模
様
を
つ
く
っ
た

り
し
て
、
和
紙
に
雲
を
表
現
し
ま
し
た
。
普
段
、
図

工
の
授
業
で
は
使
わ
な
い
道
具
で
絵
を
描
く
と
い
う

行
為
に
、
子
ど
も
た
ち
は
大
興
奮
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
和
紙
が
色
で
溢
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
和
紙
を
ち
ぎ
っ
て
透
明
な
塩
ビ
板
に

貼
り
付
け
て
雲
の
形
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
光

に
か
ざ
し
て
裏
か
ら
見
る
と
、
和
紙
の
模
様
に
色
が

透
け
て
奥
行
き
の
あ
る
色
彩
に
な
り
、
綺
麗
で
し
た
。

　

今
回
子
ど
も
た
ち
が
制
作
し
た
力
作
は
、
プ
ロ
の

作
家
の
作
品
と
一
緒
に
美
術
館
に
共
同
展
示
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。　
（
広
田
か
お
り
）

◆
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

夏
の
猛
暑
が
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
す
っ
か

り
秋
め
い
て
き
ま
し
た
。
秋
の
夜
長
に
心
癒
さ
れ
る

演
奏
会
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

11
月
に
「
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｌｙ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
８

秋
色
in
み
な
み
う
お
ぬ
ま
～
楽
器
と
歌
に
よ
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
＆
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
～
」
を
開
催
し
ま

す
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
番
組
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
や
Ｃ
Ｍ
な
ど
を
手
が
け
、
全
国
で
コ
ン
サ

ー
ト
ツ
ア
ー
を
行
い
、
県
内
外
に
根
強
い
フ
ァ
ン
が

多
い
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ｙ
（
エ
バ
リ
ー
）。
当
館
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
４
回
目
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
バ
イ

オ
リ
ン
・
ボ
ー
カ
ル
、
ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
ー
に
加
え
、

オ
ー
ボ
エ
・
テ
ノ
ー
ル
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
５
人

で
演
奏
し
ま
す
。
５
人
が
織
り
な
す
温
か
で
美
し
い

サ
ウ
ン
ド
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　

11
月
４
日
（
日
）
午
後
６
時
半
開
演
で
す
。

　

ま
た
、
池
田
音
楽
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
「
と
よ
の

み
さ
こ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
と
橘
光
一
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ

ー
ト
」
が
11
月
22
日
（
木
）、
小
出
郷
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
芸
術
の
秋
に
、
癒
し
と
感
動
の
ひ

と
時
を
ど
う
ぞ
。
美
術
館
受
付
で
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
良
子
）　
　
　
　
　
　
　

◆
老
化
③

　

最
近
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
研
究
で
は
、
カ
ロ

リ
ー
制
限
が
長
寿
遺
伝
子
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
わ

お
米
で
す
。
ご
予
約
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
現
代
ア
ー
ト
＆
ジ
ュ
ニ
ア
展

　

信
濃
川
流
域
の
十
日
町
・
津
南
地
域
（
妻つ
ま
り有

）
を

舞
台
に
３
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
大
地
の
芸
術
祭
が

９
月
17
日
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。
休
日
は

村
の
行
事
が
重
な
っ
た
り
、
家
の
草
刈
り
で
疲
労
困

憊
、
な
か
な
か
作
品
巡
り
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
最
終
日
に
松
代
・
松
之
山
を
駆
け
足
で
ま
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
台
風
の
影
響
が
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か

っ
た
の
か
、
南
魚
沼
に
比
べ
倒
れ
て
い
る
稲
も
少
な

く
、
棚
田
で
人
気
の
星
峠
か
ら
の
眺
め
に
は
、
稲
刈

り
を
待
つ
田
ん
ぼ
が
黄
金
色
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

出
か
け
る
時
間
が
な
か
っ
た
た
め
も
あ
り
、
新
作

の
作
品
を
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が

心
残
り
で
し
た
。
３
年
後
、
ど
ん
な
作
品
に
出
合
え

る
の
か
、
芸
術
祭
そ
の
も
の
が
ど
う
進
化
す
る
の

か
、
期
待
し
て
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
地
の
芸
術
祭
に
対
抗
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
当
館
で
昨
年
大
好
評
だ
っ
た
「
八
色
の
森
の
美

術
展
＋
八
色
の
森
の
子
ど
も
絵
画
展
」
を
今
年
も
開

催
し
ま
す
。
県
内
外
か
ら
36
人
の
参
加
者
が
結
集

し
て
作
品
を
出
品
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講

師
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の
小
中
学
校
・
総

合
支
援
学
校
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
約

３
０
０
点
を
美
術
館
に
展
示
し
ま
す
。
プ
ロ
と
子
ど

も
た
ち
の
作
品
を
共
同
展
示
す
る
と
い
う
斬
新
か
つ

注
目
の
展
覧
会
で
す
。

　

今
回
は
、
美
術
館
の
池
に
作
家
の
作
品
を
１
点
設

置
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
作
品
の
一
部
を

美
術
館
脇
の
ア
プ
ロ
ー
チ
水
路
に
浮
か
べ
ま
す
。

　

初
日
の
10
月
７
日
、
美
術
評
論
家
の
谷
川
渥
さ
ん

に
よ
る
基
調
講
演
が
あ
り
ま
す
。
翌
日
の
８
日
は
、

ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
佐
藤
さ
ん
を

講
師
に
「
ヘ
ッ
ド
ド
レ
ス
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
（
要
予
約
）。
10
月
27
～

28
日
に
も
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
来
館
を

お
待
ち
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
良
一
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
号

H30 年　No.95

か
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
動
物
実
験
で
は
70
％
カ
ロ

リ
ー
制
限
で
長
寿
遺
伝
子
が
活
性
化
す
る
そ
う
で
す
。

曰
く
、「
腹
七
分
目
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
！

ま
た
、
酵
母
菌
の
培
養
実
験
で
、
ブ
ド
ウ
糖
が
少
な

く
、
酸
素
が
多
い
環
境
で
は
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
増

え
る
そ
う
で
す
。
飢
餓
環
境
で
は
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

が
活
性
化
す
る
と
い
え
ま
す
。
専
門
家
に
よ
る
と
、

「
腹
七
分
目
＝
炭
水
化
物
抜
き
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
を
！

　

他
に
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
を
増
や
す
方
法
と
し
て
、

赤
い
筋
肉
（
遅
筋
）
を
鍛
え
る
方
法
が
あ
る
そ
う
で

す
。
こ
の
筋
肉
に
は
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
多
く
含
ま

れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
生
産
す
る
そ
う
で
す
。

渡
り
鳥
や
回
遊
魚
の
マ
グ
ロ
は
赤
い
筋
肉
が
発
達
し

て
お
り
、
長
距
離
を
疲
れ
知
ら
ず
に
効
率
的
に
移
動

し
て
い
ま
す
。
人
間
の
心
臓
も
こ
の
遅
筋
で
で
き
て

お
り
、
１
５
０
年
は
稼
働
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
西
英
孝
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
ご
賞
味
く
だ
さ
い

　

夏
の
猛
暑
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
季
節
が
変
わ

り
、
実
り
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。
新
潟
と
言
え
ば
、

や
っ
ぱ
り
お
米
、
新
米
の
季
節
で
す
ね
。
黄
金
色
の

稲
穂
が
ど
ん
ど
ん
収
穫
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
も
イ
ケ
ビ
で
は
、
塩
沢
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
、
そ
の
名
も
『
ベ
ー
マ
ガ
米
～
体
心
技
』
を
販

売
中
で
す
。
９
月
か
ら
先
行
予
約
は
始
ま
っ
て
お
り

ま
す
が
、
随
時
、
ご
注
文
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
お
米
は
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
人
た
ち
の

体
と
心
、
そ
し
て
技
術
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と

い
う
想
い
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ

が
ち
ょ
っ
と
苦
手
と
言
う
か
、
正
直
、
運
動
が
嫌
い

と
い
う
私
の
よ
う
な
方
に
も
ぜ
ひ
、
食
べ
て
い
た
だ

き
た
い
お
米
で
す
。
実
際
、
私
も
食
し
て
お
り
ま
す

が
、
粒
も
大
き
く
真
っ
白
で
ピ
カ
ピ
カ
、
モ
ッ
チ
モ

チ
の
炊
き
上
が
り
で
す
。
シ
ン
プ
ル
な
塩
お
む
す
び

を
頰
張
る
と
日
本
人
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
ぁ
と
し

み
じ
み
感
じ
ま
す
。

　

ご
贈
答
品
と
し
て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
自
慢
の



池田記念美術館　展覧会・イベント情報

池田記念美術館　南魚沼市浦佐５４９３－３　（八色の森公園内）
ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００　（入館受付は１６：３０まで）　　
【入 館 料】 一般　５００円　　高校生以下無料          
【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

【 10 月の休館日 】
※水曜日（3 日、10 日、17 日、24 日、31 日）
※ 2 日（火）、4 日（木）、5 日（金）、6 日（土）は展示替えの
ため臨時休館となります。

◎他のイベント情報
■池田音楽クラブ「音を楽しむ集い」※入場無料です。

　■ 10 月 21 日（日）11：30 〜　月例音楽会（フルート、ピアノ）

　■ 10 月 21 日（日）14：00 〜　フォークソングの日　

■八色の森の美術展＋八色の森の子ども絵画展 2018―ことの葉のかなたへ―

　◎期間：10 月 7 日（日）〜 11 月 18 日（日）

　◎ 1 階企画展示室・多目的ホール・自由室・エントランスホール・廊下展示ロビー、2 階展示室Ⅰ・Ⅱ・廊下展示ロビー　　　　　　　　　　　　　　　

昨秋初めて開催した「八色の森の美術展＋八色の森の子ども絵画展」は、プロの作家と子どもたちの作品を共同展示するというユ
ニークな展覧会でした。この画期的な試みは、予想以上の光と可能性があることに気づかせてくれました。教育的観点でも高く評
価されました。そして１年後、更なる希望と勇気を胸に第２回目を開催します。芸術・文化活動は自らの地域や歴史と切り離され
たものではなく、創造を通して世界との距離や自らの位置を知ることです。その旅は、互いを尊重し、他者を理解することにつな
がります。子どもは大いに無邪気に、大人は作品を通して制作者の背中を見せて、美術館で一緒に発表します。将来この地に咲く「幸
せの言葉の苗」となるべく種を蒔きます。期間中、多数のイベントを企画しておりますので、ご期待ください。
【八色の森の美術展　参加作家】
秋山　潔／新井美紀／石井博康／イシザワエリ／市川和英／岩本拓郎／大嶋　彰／海發準一／木嶋　彰／清原　亮／工藤礼二郎／
牛膓達夫／小林良一／駒形克哉／阪本　聡／佐藤容子／芝　章文／下向惠子／鈴木智惠／杣木浩一／道源綾香／新山光隆／西村沙
由里／沼田直英／羽賀洋子／衣（hatori）／ヴィヴィアン佐藤／藤原泰佑／古川流雄／ふるせしおり／星野宏喜／マナトマリ／村
上滋郎／室井公美子／吉川陽一郎／吉田　恭
【八色の森の子ども絵画展　参加校】
南魚沼市立浦佐小学校・三用小学校・後山小学校・塩沢小学校・上関小学校・総合支援学校・大和中学校美術部

■関連イベント

■常設展（10 月 7 日〜 11 月 18 日）
「スポーツ文化展示室」と「小泉八雲展示室」　は常設展示です。

池田記念美術館 
法人パスポート募集開始 　

一口10,000円　特典多数用意しました。

10月7日（日）　※八色の森市民まつり協賛で入館無料日です！
◎ワークショップ「海の生き物をつくろう」
講師：マナトマリ（2 人組ユニット、出品作家）
10：00 ～ 15：00　参加料：無料

◎基調講演「裸体表象の歴史を眼差す」
講師：谷川　渥（美学者・美術評論家）
司会：大橋紀生（元『美術手帖』編集長）
15：00 ～ 16：30

10月8日（月・祝）
◎ワークショップ
「超かわいいヘッドドレスをつくろう」

講師：ヴィヴィアン佐藤（出品作家）
13：00 ～ 16：00　参加料：500 円（要予約）

10月27日（土）
◎出品作家による車座シンポジウム
「アートの価値とは？─なぜ子どもたちの作品が気になるのか」
13：00 ～ 14：45

◎トークセッション
「地域と連携する美術館の未来構想」
15：00 ～ 16：45

10月28日（日）
◎トークセッション〈こどもの美学〉
「作品を見てみんなで話し合おう！」

対象：小学校 4 年生～高校生、また保護者の方も歓迎します。
対話の案内人：河野哲也（哲学者、立教大学文学部教授）
13：15 ～ 16：00

10月7日、8日、27日、28日
◎八色の森公園で不可思議　
「地球の上をぐるぐるまわろう」

吉川陽一郎（出品作家）と一緒に野外パフォーマンス！
会場：八色の森公園内
※実演時間など詳細は美術館までお問い合わせください。


